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令和３年８月３日

新型コロナワクチン接種

４４～３０歳の予約開始日を決定



４４歳以下の皆さんのワクチン接種について

年齢別人口と予約開始日

年 齢 年齢別人口 予約開始日

６４～６０歳 １６,８９４人 ７月１６日から受付中

５９～５５歳 １７,３４０人 ７月２０日から受付中

５４～５０歳 １９,５１９人 ７月２８日から受付中

４９～４５歳 ２０,２３３人 ８月２日から受付中

４４～４０歳 １６,７６３人

８月６日（金）８時３０分～３９～３５歳 １５,１１８人

３４～３０歳 １３,７８０人

２９～２０歳 ２７,０２３人 ワクチンの入荷状況を踏まえ、年齢別
の予約開始日を８月２０日にお知らせ
します。

１９～１６歳 １０,１９９人

１５～１２歳 １０,０１２人

合計 １６６,８８１人 ※ワクチンの入荷状況に応じて、変更になることがあります。

自分の年齢の予約開始日が来たら接種協力医療機関または集団接種にて予約を
お願いします。



接種協力医療機関の週間接種数は集団接種の約４倍

うち予約受付中 ４１

うち予約受付中 ５２

• かかりつけ患者のみ接種 ７４

• かかりつけ患者以外もＯＫ ６２

接種協力医療機関の合計 １３６

接種協力医療機関数（８月２日時点）

現在予約受付中の
医療機関数

９３／１３６

個別接種 約１万２,０００回／週

８月２日時点の集団接種会場の最短予約可能日 １０月３日

集団接種 ２,８３２回／週

接種協力医療機関から予約
してください！

※ワクチン供給が不透明なため個別・集団接種とも回数増は困難な状況

８月中に接種枠のある
医療機関数

７３／１３６

次ページの一覧をチェック



８月中に接種枠のある接種協力医療機関（８月２日時点）

接種協力医療
機関一覧

それぞれの予約開始日、予約方法は接種協力医療機関一覧からご確認ください

医療機関名

1 赤塚クリニック

2 あのつクリニック

3 天野医院

4
いぐち内科・消化器内科
クリニック

5 いこいの森

6 伊勢谷医院

7 いとう内科胃腸科

8 稻上耳鼻咽喉科・気管食道科

9 岩崎病院

10 大川耳鼻咽喉科

11
おおにし呼吸器・糖尿病内科 呼
春の森診療所

12 大西内科ハートクリニック

13 おくだ内科クリニック

14 カサデマドレクリニック

15 かわいクリニック

16 川浪内科

17 河村クリニック

18 きのここどもクリニック

19 草川医院

20 小西ヒフ科医院

21 小渕医院

22 坂倉内科医院

23 坂の上クリニック

24 さの整形外科クリニック

25 しおりの里クリニック

26 しのぎ耳鼻咽喉科クリニック

27 白塚いけだクリニック

28 新町整形外科診療所

29 セントローズクリニック

30 高野尾クリニック

31 たかはし耳鼻咽喉科

32 たけうち内科クリニック

33 たじま泌尿器科皮フ科

34 たにクリニック

35 千里クリニック

36 つおき高橋クリニック

37 津さくらばしクリニック

38 津生協病院附属診療所

39 津泌尿器科皮フ科診療所

40 津みなみクリニック

41 寺田医院

42 寺西胃腸科内科クリニック

43 刀根クリニック

44 なかせ内科胃腸科

45 中浜胃腸科・外科

46 中本耳鼻咽喉科

47 にしい耳鼻咽喉科クリニック

48 にしかわ小児科

49 のむら小児科

50 はくさんクリニック

51 英クリニック

52 はやかわこどもクリニック

53 ふじおかクリニック

54 ふじた耳鼻咽喉科

55 二神クリニック

56
ベタニヤ内科・神経内科
クリニック

57 ほらやま内科

58 前川内科

59 まきのクリニック

60 ますだこどもクリニック

61 まつしまクリニック

62 三重県健康管理事業センター

63 三重耳鼻咽喉科

64 みえ消化器内科

65 三井整形外科

66 緑の街医院

67 森田内科クリニック

68 やまかみ内科クリニック

69 やまぐちクリニック

70 やまもと総合診療クリニック

71 ゆたクリニック

72 ルミナスクリニック

73 渡部クリニック

…かかりつけ患者以外の人も対象の医療機関
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万接種日ごとのワクチン接種者数の推移（８月２日時点ＶＲＳより）

 全体の接種率は接種券を送付した人口２５１,８４４人から算出
 高齢者の接種率は６５歳以上の人口８４,９６３人から算出
 全体接種回数の内訳：個別接種１０万７,３９５回 集団接種３万５,７１７回 三重大学接種会場４,３００回

市外接種２,６４８回 職域接種３,８８６回 東京・大阪大規模接種会場５２回

１回目接種
２回目接種

１回目接種回数

９万１,７６７回
１回目接種率

３６.４％
２回目接種回数

６万２,２３１回
２回目接種率

２４.７％

１回目接種回数

７万０,０１７回
１回目接種率

８２.４％
２回目接種回数

５万６,７７１回
２回目接種率

６６.８％

６５歳以上高齢者から
ワクチン接種開始

集団接種開始

個別接種開始

高齢者施設等の
従事者接種開始

全体 ６５歳以上の高齢者

基礎疾患を有する
人の接種開始

６４歳以下年齢別
接種の予約開始

万



相談窓口など

予約先

【集団接種】
◆津市新型コロナワクチン接種予約・相談電話窓口（コールセンター）

ＴＥＬ：０５７０-０５９５６７
◆津市新型コロナワクチン接種予約サイト
【接種協力医療機関での個別接種】
◆各医療機関に予約

国・県の
問い合わせ先

◆ワクチン接種にー関する質問・相談
みえ新型コロナウイルスワクチン接種ホットライン
ＴＥＬ：０５９-２２４-２８２５

◆ワクチンの有効性・安全性など制度全般
厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
ＴＥＬ：０１２０-７６１７７０

◆医療機関の接種予約状況など総合案内サイト
コロナワクチンナビ

津市 ワクチン予約

コロナワクチンナビ



問い合わせ

健康福祉部
新型コロナウイルスワクチン接種推進室
〒514-8611 津市西丸之内23番1号
ＴＥＬ：059-229-3353
ＦＡＸ：059-229-3346



令和４年度県政に対する要望

～３０項目を市長から知事へ直接要望～

令和３年８月３日



県政への要望の日常化
【令和２年度に実施した県政に対する要望】

コロナ対応に係る要望

コロナ禍において・・・

より機動的かつ効果的に県政・国政に係る要望を実施すべく
各部局から県の担当部局へ日常化としての要望活動を実施

○学校の新しい生活様式のもとでの少人数学級編制の推進

○ＧＩＧＡスクール構想の加速化に対応した教員研修の実施

○高校生を持つ家庭への家計支援

など９項目を要望

○地域公共交通事業者への支援



要望項目数と昨年度との比較

カテゴリー
昨年度要望した

項目数
本年度要望する

項目数

１．県事業の迅速な取組を
要請する項目 ４５項目

４２項目
（新規：２、継続：４０）

２．県と本市との連携による
取組を要請する項目 １１項目

７項目
（新規：１、継続：６）

３．本市の取組に対する
支援充実を要請する項目 １２項目

１３項目
（新規：１、継続：１２）

４．国政に対する要望への
支援・協力を要請する項目 ５４項目

４５項目
（新規：３、継続：４２）

合 計 １２２項目※ １０７項目

※令和２年６月と１０月に市長から知事へ直接要望を行ったコロナ関連の９項目を含む



令和４年度県政に対する要望

令和４年度県政に対する要望：１０７項目

７７項目

３０項目



新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の追加配分の実施

市長から知事への県政に対する要望に先立って、３０項目のうち下記の
５項目については、三重県知事と津市長との「１対１対談」で協議します

継 ：継続要望

三重県知事と津市長との「１対１対談」

日時

場所

令和３年８月２５日（水） １０時００分から

津市久居アルスプラザ：津市久居東鷹跡町２４６番地 新 ：新規要望

新型コロナウイルス感染症対策関連

新型コロナウイルスワクチンの適切な配分と継続的なワクチン接種体制確保の
ための財政措置

社会基盤整備関連

計画的かつ集中的に事業を推進すべき社会基盤の整備に係る新たな個別補助制度
の創設（下之川バイパス関連事業の脇ヶ野篠ヶ広線）

継

新

新

交通インフラを支えるための地域公共交通事業者への支援 継

文化芸術の振興に向けた県・市連携による事業推進 新



１対１対談項目① 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の
追加配分の実施

国に対して、臨時交付金の追加配分の実施についての継続した働きかけを！

●国の給付金の対象とならない事業者への
事業継続支援

●地域経済の回復を図るためのプレミアム付
商品券発行

令和２年度 令和３年度（当初・６月補正）

市民等に最も身近な基礎自治体として、国や県の施策では
支援が行き届いていない方々や事業所、医療機関等への支援を実施

２，４８０万円

●感染症に対応するための医療提供体制整備
に係る経費の支援

５億９，２３２万円

３，５００万円

●コロナ禍の影響を強く受けている飲食事業者等
への事業継続支援

臨時交付金約２８．３億円を活用し
津市独自支援策を実施

臨時交付金交付限度額は約１０億円
津市独自支援策として既に約７．１億円を計上

１億円

●外国人住民向け専門相談会の開催

●生理用品の無償配布 ６２万円

７８万円

●医療提供体制整備への再支援並びに
感染患者受入病院等の患者のゾーニング
体制整備などへの人的・物的支援 ７，０００万円

など など

【津市の新型コロナウイルス感染症対応】



１対１対談項目② 新型コロナウイルスワクチンの適切な配分と継続的なワクチン
接種体制確保のための財政措置

希望する全ての人へのワクチン接種を国の目標である１１月までに
完了させるため、大型会場での大規模接種の再実施を！

【新型コロナウイルスワクチンの接種の取組状況】

国
●自衛隊の大規模接種センター設置

●医師・看護師等を確保するための時間外・休日接種費用の加算
等特別措置の実施

県

市
●集団接種・かかりつけ医の個別接種の実施

●地域の実情に応じた優先接種の実施や独自の接種体制の構築

●大型会場での大規模接種の実施

本市の集団接種会場の様子

国への働きかけは

③ 継続したワクチン接種体制の確保について
地方自治体に負担をかけない財政措置を！

② 接種を受けるに当たって周知すべき
専門的な知見や情報等の適切かつ十分な発信を！

① 国が掲げる１１月接種完了の目標達成に向けた
接種計画を減速化させることのないワクチンの提供を！

県においては



１対１対談項目③ 交通インフラを支えるための地域公共交通事業者への支援

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金の活用など、
別の形の追加支援策が必要

沿線等１５市町の調整を！

県独自のさらなる支援策
の実施を！

津エアポートライン

令和２年度

・雇用調整助成金（約５，５３０万円）
・持続化給付金（２００万円）
・家賃支援給付金（約１２０万円）
・地域公共交通感染症拡大防止
対策事業補助金（約１００万円）

令和２年度

伊勢鉄道

国に対しては、国独自の新たな支援制度の創設への働きかけを！

令和３年度

本市は、今後も船舶検査費用や傭船料について
再度の支援を検討せざるをえない状況

国支援・・・約５，９５０万円 本市支援・・・約１，８７０万円

・年間傭船料の２／３相当額の
支援金（約３７０万円）
・年間船舶検査費用等の１／２
相当額の支援金
（約１，５００万円）

令和３年度

国支援…約２，１７０万円

・持続化給付金（２００万円）
・家賃支援給付金（約４０万円）

・地域公共交通感染症拡大防止
対策事業補助金（約１，９３０万円）

県支援…約９６０万円

・交通事業者感染症対策費用等
補助金（約８８０万円）

・交通事業者利用回帰対策費用
補助金（約８０万円）

それでも 約１.７億円の赤字

国・県は、ポストコロナ時代を見据えた新たな取組の
実証運航に対する費用への支援を実施予定

本市は、４～９月の傭船料の２／３相当額（約１８５万円）を支援

約２億円の赤字

国・県は、ポストコロナ時代を見据えた新たな取組の
実証運行に対する費用への支援を実施予定

基金を活用した令和３年度の支援金を約２億円と決定

それでも

県及び沿線等１５市町で積み立てた「三重県地域交通体系整備基金」を活用し、
感染症の影響による損失に係る緊急的な経営支援を行うこととする覚書を

令和３年１月１２日に県及び沿線等１５市町で締結（支援は令和３年度から開始）



１対１対談項目④ 文化芸術の振興に向けた県・市連携による事業推進

令和２年１０月に誕生した令和時代の
津市の新たな文化芸術の拠点

平成６年から約３０年の歴史を重ねる
三重県を代表する文化施設

ポストコロナに向けて、互いのノウハウやネットワークなどの強みを掛け合わせ、
県民・市民へのさらに質の高い文化芸術の提供に向けた連携による事業展開を！

津市久居アルスプラザ 三重県総合文化センター

指定管理者は全国４２自治体で５１の
文化施設を管理運営しており、独自の
ネットワークや公演のまとめ買い等が可能

指定管理者は、長年三重県の文化振興を
リードしてきた実績に裏付けされる

ノウハウや独自のネットワーク等を持つ

強み 強み

例えば、１日目は県文でフルオーケストラ、２日目はアルスでカルテットを開催するなど



１対１対談項目⑤ 計画的かつ集中的に事業を推進すべき社会基盤の整備に係る新たな
個別補助制度の創設 （下之川バイパス関連事業の脇ヶ野篠ヶ広線）

地方財政を取り巻く環境が厳しい状況にあっても
将来にわたって が必要

一級河川八手俣川

（大規模構造物）

下之川バイパス関連事業の脇ヶ野篠ヶ広線の整備事業
◇ 事業費：約２３億円
◇ 期 間：平成２９年度～令和１１年度
◇ 工事延長：約０．８㎞

◇ 事業費：約８億円
◇ 期 間：４か年
◇ 橋 長：５７ｍ (1径間)

全体事業費の
１／３以上を占める！

●美杉地域全体のハード分の過疎債発行限度額は令和８年度までの
６年間に限られ、総額約１５.６億円・・・

●交付金を活用した事業推進では工期に相当期間を要する…

新相川橋架け替え
事業費：約17億円

道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
事業補助制度
H28年度事業採択
R8年度完了予定

大規模
特定河川事業
R1年度事業採択
R8年度完了予定

津興橋架け替え
事業費：約45億円

年間数億円以上を要する事業の
により事業が一気に加速化！

一級河川八手俣川の橋梁

暮らしを支え災害時には命を守る
重要な道路整備に必要不可欠な橋梁

橋梁

で創設された個別補助活用事業

●藤水地区ほか大規模雨水処理施設整備：
大規模雨水処理施設整備事業（R3年度事業採択）

●上野・白塚海岸や志登茂川の堤防嵩上げ：
海岸保全施設整備連携事業、事業間連携河川事業（R1年度事業採択）

●雲出川中流部左岸の遊水池整備に先行した小戸木地区の地籍整備：
社会資本整備円滑化地籍整備事業費補助（R4年度活用予定）

国の創設した個別補助活用事業

大谷踏切拡幅
事業費：約25億円

踏切道改良計画
事業補助制度
R3年度事業採択
R6年度完了予定



日 時

場 所 三重県庁３階 プレゼンテーションルーム

令和３年９月２１日 １６時００分から火

三重県知事への要望書提出日程

市長から知事への令和４年度県政に対する要望

令和２年度県政に対する要望 令和元年８月２０日



１ 県事業の迅速な取組を要請する項目

要望内容 継 ：継続要望

（４）国の防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策のさらなる継続・
強化に向けた予算確保

国の５か年加速化対策を有効活用した県事業の推進
新たな財源措置による地域の国土強靱化の取組支援のために必要となる
予算の確保に向けた国への働きかけ

継

（９）一級河川赤川をはじめとする雲出川水系の特定都市河川への指定

新
雲出川水系のハード・ソフト一体となった事前防災対策に取り組むための
赤川の特定都市河川指定
一級河川雲出川、中村川、波瀬川の特定都市河川指定に向けた国への
働きかけ

：新規要望新



１ 県事業の迅速な取組を要請する項目

（１３）移転後の県立聾学校跡地の利活用の促進に係る防災対策の支援

移転後の県立聾学校跡地を本市の指定避難所及び津波避難ビルとして
継続して使用できるような県有施設としての利活用

（１１）新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の追加配分の実施
県による市町の支援状況を把握した上での、家計や地域経済をさらに
後押しする支援策のための臨時交付金の追加配分の国への働きかけ

１対１対談項目

新

など全１３項目

（１２）スクール・サポート・スタッフ配置促進事業の継続・拡充

継
スクール・サポート・スタッフの継続的な配置と拡大に向けた予算の継続・
拡充の国への働きかけ
県における当該国予算の充分な活用

継

要望内容 継 ：継続要望：新規要望新



２ 県と本市との連携による取組を要請する項目

（１４）交通インフラを支えるための地域公共交通事業者への支援

津エアポートラインへのさらなる県独自支援策の実施
伊勢鉄道への「三重県地域交通体系整備基金」を活用しない別の形での
沿線等１５市町の追加支援策実施に向けた市町間調整
地域公共交通事業者に対する国独自の新たな支援制度創設の
国への働きかけ

（１５）文化芸術の振興に向けた県・市連携による事業推進

１対１対談項目

１対１対談項目

継

新
ポストコロナに向けた三重県総合文化センターと津市久居アルスプラザとが
連携した文化芸術事業の展開

の全２項目

要望内容 継 ：継続要望：新規要望新



３ 本市の取組に対する支援充実を要請する項目

（１６）新型コロナウイルスワクチンの適切な配分と継続的なワクチン接種体制
確保のための財政措置

県における大型会場での大規模接種の再実施
国の目標である１１月接種完了に向けた適切なワクチン提供、周知すべき
専門的知見・情報等の充分な発信、継続したワクチン接種体制確保に向けた
財政措置の国への働きかけ

（１７）福祉医療費助成（障がい者医療費・子ども医療費）における対象拡大

１対１対談項目

新

継
県における障がい者医療費の助成対象を精神障害者保健福祉手帳
２級まで拡大
県における子ども医療費の助成対象を入・通院ともに中学校卒業まで拡大

など全４項目

要望内容 継 ：継続要望：新規要望新



４ 国政に対する要望への支援・協力を要請する項目

（２０）緊急消防援助隊に係る無償使用車両の配備
緊急消防援助隊三重県大隊において主力となる本市の消防力の強化・充
実を図るため、消防庁が創設した無償使用制度の「拠点機能形成車両」の
本市への配備の国への働きかけ

継

（２７）公共施設等適正管理推進事業債の継続及び拡充

新公共施設等適正管理推進事業債の継続と公債費による負担軽減のため
の地方交付税措置率引き上げの国への働きかけ

（２８）国道２３号中勢バイパスにおける道路改築事業による４車線化の整備
推進
早期に全線４車線化及び交差点の立体化が実現されるよう必要な予算の
確保に向けた国への働きかけ

継

要望内容 継 ：継続要望：新規要望新



４ 国政に対する要望への支援・協力を要請する項目

（２９）中勢グリーンパークにおける公民連携による施設整備への社会資本整
備総合交付金（官民連携型賑わい拠点創出事業）の優先的な配分

継Ｐａｒｋ－ＰＦＩを活用した公園整備に対する令和４年度の社会資本
整備総合交付金の優先的配分に向けた国への働きかけ

（３０）計画的かつ集中的に事業を推進すべき社会基盤の整備に係る
新たな個別補助制度の創設（下之川バイパス関連事業の脇ヶ野篠ヶ広線）

１対１対談項目

新
優先度が高く集中的に取り組むべき事業は交付金の活用から新たに創設
された国の個別補助制度の活用に移行することで事業を推進
一級河川八手俣川をまたぐ橋梁など計画的・集中的に推進するため個別
補助創設の国への働きかけ

など全１１項目

要望内容 継 ：継続要望：新規要望新



保育所などの児童福祉施設及びそこで働く職員への支援の充実

令和元年度・２年度に要望した項目のうち実現した主なもの①

保育所などの児童福祉施設では、緊急事態宣言下においても事業継続が求められ、
感染予防対策の徹底を図った上でのサービス提供が必要となった

令和２年６月県への
緊急要望

施設の感染予防対策も徹底され、職場環境やそこで働く職員への支援の充実が図られた

●保育所などの児童福祉施設へ感染防止のため
のマスクや消毒液などの衛生用品の支援を！

●職員が感染症対策を図りながら事業を継続的に
実施していくためのかかり増し経費等への支援を！

各保育所・こども園
に「みえ子育て
ＷＡＯＮ（５,０００円）」を配付

衛生用品等の購入やかかり増し
経費等への支援を実施

最前線の現場で働く保育士や児童養護施設の
職員についても、医療従事者や介護・障がい福
祉施設職員などへの支援と同様の支援を!

県において・・・



防災・安全交付金を活用した事業に対する要望額の満額交付
「防災・安全交付金」については、要望額に対し交付額が少なくなると、各種事業の進捗に影響が

出ることから、事業進捗に影響が生じないよう要望額の満額交付を要望

事業名 Ｒ元年度当初予算配分率
（Ｒ元年度補正予算配分率）

Ｒ２年度当初予算配分率
（Ｒ２年度補正予算配分率）

Ｒ３年度当初予算配分率
（Ｒ３年度補正予算配分率）

都市公園整備事業（香良洲高台防災公園）
２６．８％
（１００％）

４３．７％
（１００％）

※

都市公園整備事業（津球場公園） １００％ １００％ Ｒ３年度完成

狭あい道路整備等促進事業
５６．４％
（８６．９％）

８３．７％
（８６．６％）

９６．２％
（１００％）

令和元年度・２年度に要望した項目のうち実現した主なもの②

※Ｒ２年度に前倒しで交付を受けたため、Ｒ３年度当初予算として申請なし

要望額に対する満額交付が実現 本市の計画に沿った事業促進が可能に

津球場公園内野球場

令和３年７月
リニューアル
オープン

香良洲高台防災公園 狭あい道路

令和６年度
完成予定

今後も十分
な事業執行
が可能に



空家等対策に係る県独自の財政支援策の継続・予算の拡充及び

空き家対策総合支援事業に係る要望額の満額交付

県

国
（国交省）

令和元年度・２年度に要望した項目のうち実現した主なもの③

令和２年度に県が「三重県空き家対策支援事業補助金交付要領」を定め、
リフォーム等を行う者に対し補助を実施する県内の市町を対象に

２５万円を上限とする補助制度を創設

「令和３年度空き家対策総合支援事業」 による補助金が満額交付

空家等対策の推進に関する特別措置法に基づき、
空家等の対策に係る事業を確実に推進できる環境を確保

令和２年度：１件（２５万円）について当該補助制度を活用

令和２年度 申請額：６百２７万６千円 配分額：５百７５万８千円（配分率：９１．７％）

令和３年度：申請額６百４２万６千円に対し、配分額６百４２万６千円（配分率：１００％）



青山高原保健休養地内崩落法面の安全対策の実施

令和３年度内に工事実施予定

崩落法面の市有保存緑地
（山林部分）については、

県の治山事業で安全対策を実施
上部造成部分については、

市単事業により
県との合同施行で

安全対策の実施を調整

実施のための設計が
令和３年５月に完了

令和元年度・２年度に要望した項目のうち前進した主なもの①



幼児教育・保育の無償化に伴う認可外保育施設における

保育の質の確保・向上

県の責務として指導監督体制を強化し、厳正な指導・監督のもと、
認可外保育施設の質の確保・向上を要望

令和元年１０月１日から幼児教育・保育の無償化が開始

・認可外保育施設の指導・監督体制の強化のため嘱託員を１名配置
・年１回立入調査を実施し、指導監督基準を満たさない項目については、業務改善を行う
よう指導、全項目で適合が確認された場合に証明書交付 （３５施設のうち２６施設に交付※）

※令和３年７月１３日時点

令和元年度・２年度に要望した項目のうち前進した主なもの②

認可外保育施設を利用している子どもが３９６人※

※令和元年度の要望時：通常利用３２６人、一時預かり７０人

認可外保育施設における質の確保・向上 認可施設利用者との公平性確保へ前進



香良洲橋（県道香良洲公園島貫線）架け替えの着実な整備推進

年　　　度

　占用物の移設

　既設上部工撤去

　既設橋脚撤去

　既設橋台撤去

　橋台設置

　橋脚設置

　上部工仮設

　道路工（取付）

R4 R5H２８ H２９ H３０ H３１ R2 R3

：出水期

（6月～10月

河川内

施工不可）

当初の通行止め期間 ６年間

通行止め期間 ４年半

大規模地震や津波発生時に地域住民の生命を守るため、架け替えを要望

当初予定されていた工期が短縮され、令和４年３月に供用開始予定

令和元年度・２年度に要望した項目のうち前進した主なもの③

地域から
一日も早い
架け替えの
要望を受け
期間短縮

Ｒ １



実態に即した避難判断水位等の検討と

危機管理型水位計の積極的な活用の推進

危機管理型水位計を通じたリアルタイムの水位情報の共有・伝達により
水位を確認する職員の安全確保を図ることはもとより、住民の的確な避難につなげるもの

今後の課題：設置した危機管理水位計を多くの方に知っていただき、活用することが必要

住民への周知を行い適切な避難行動へつなげる

市内14の河川（穴倉川、天神川、田中川、中ノ川、桂畑川、柳谷川、美
濃屋川、波瀬川、大村川、雲出川、岩田川、谷杣川、佐田川、垣内川）に
危機管理型水位計が設置され、令和３年８月に「避難指示（警戒レベル
４）」を発令する目安となる水位が各河川に設定される予定

・ これまで職員が巡視の上、水位を確認していたが、リアルタイムでの水位確認が可能に
・ 数値基準に基づき、迅速かつ的確に避難情報（避難指示等）の発令が可能に

令和元年度・２年度に要望した項目のうち前進した主なもの④



令和元年度・２年度に要望した項目のうち前進した主なもの⑤

水道事業の経営に多大な影響を与える

県営水道料金単価の低減

Ｒ２～６年度（５年間）の
基本料金（円／㎥・月）を

９６０円
（△２０円）に改定

Ｈ２７～Ｒ１年度（５年間）の
基本料金（円／㎥・月）を

９８０円
（△２０円）に改定

 人口減少などによる収入減に加え、施設等の老朽化に伴う経費増・・・
 本市における県営水道の受水量は、市全体の配水量の５０％以上を占める・・・

健全な財務運営に向けて前進

次回、令和７年度の
料金改定時期の前倒し

も含めた

を！



漁港の海岸保全施設整備事業に係る予算の拡充及び

白塚漁港に係る海岸保全施設整備事業補助金の重点配分

令和元年度・２年度に要望した項目のうち前進した主なもの⑥

県管理の白塚漁港は、国の海岸保全施設整備事業費補助金（補助率
2/3）を活用し、漁港海岸堤防の整備を実施

白塚漁港への補助金の確実な配分により着実に事業が推進

白塚漁港の海岸保全整備事業の進捗状況

白塚漁港（白塚工区）

年度
事業内容

白塚工区（１，１００ｍ） 河芸工区（１，０００ｍ）

Ｈ３０ 環境調査、測量、地質調査、
基本設計

環境調査、測量、地質調査
Ｈ３０補正

Ｒ１
実施設計、堤体工 Ｌ=５３．８ｍ
進捗率 ４.９％

―

Ｒ２ 堤体工 Ｌ=６６８．３ｍ
進捗率 ６５．６％

基本設計
Ｒ２補正

Ｒ３
堤体工 Ｌ=２３９ｍ
進捗率 ８７．３％

実施設計



上野・白塚海岸における海岸保全施設整備連携事業の着実な推進

令和元年度・２年度に要望した項目のうち前進した主なもの⑦

上野・白塚地区海岸
【事業内容】

堤防嵩上工 （延長2,507ｍ）

【事業期間】 令和元年～令和６年

令和元年度 海岸保全施設整備連携事業に採択

上野地区海岸（延長1,583ｍ）
白塚地区海岸（延長924ｍ）

（県）志登茂川

（県）上野・白塚地区海岸

（県）白塚漁港海岸

（国）津松阪港海岸

採択された事業
連携する事業

上野・白塚地区海岸の堤防嵩上げ工事完成に向け着実に事業が推進

【全体事業費 国補助率：１／２】
上野・白塚地区海岸堤防への予算状況

令和元年度予算 ２億1,000万円
令和元年度補正予算 １億円

令和２年度予算 2億5,000万円
令和２年度補正予算 １億3,600万円

令和３年度予算 2億2,570万円

平成30年度予算 １億500万円



大谷踏切拡幅事業の着実な推進に向けた支援

【事業内容】 整備延長150m、新踏切道幅員11m（現踏切道2.5m）

【事業費】 約25億円 【事業期間】 平成２９年～令和６年

 大谷踏切拡幅事業

赤羽一嘉国土交通大臣の
現場視察（令和３年１月６日）

令和元年度・２年度に要望した項目のうち前進した主なもの⑧

＜平成２８年度＞踏切道改良促進法の「改良すべき踏切」に指定
＜平成２９年度＞防災・安全交付金の「重点配分事業」に事業採択
＜平成３０年度＞「地方踏切道改良計画」の国への提出により

「特に重点配分を行う事業」に格上げ
＜令和元年度＞ 国からの交付額が要望額と大きくかい離・・・
＜令和２年度＞ 県とともに国に要望を行うことで満額交付！

＜令和３年度＞国の個別補助「踏切道改良計画事業補助」が創設

令和６年度の工事完了に向けて事業が加速



道路メンテナンス事業補助金の十分な予算確保及び津興橋架け替えに係る国費

の確実な配分による計画工程に則した着実な事業推進への支援

＜平成２７年度＞大規模な老朽化対策事業を抱える全国の自治体の声により
国の個別補助制度「大規模修繕・更新事業費補助制度※」が創設
※令和２年度に「道路メンテナンス事業補助制度」に統合

＜平成２８年度＞「津興橋架け替え事業」が
東海地方の大規模更新事業第１号案件として事業採択

平成２８年度以降、要望額に対して毎年満額交付！

【事業内容】 橋長136ｍ、幅員15.3ｍ

【事業費】 約45億円 【事業期間】 平成２８年～令和８年

 津興橋架け替え事業

令和元年度・２年度に要望した項目のうち前進した主なもの⑨

令和８年度の工事完了に向けて事業が加速



津市上下水道事業経営審議会からの

水道事業の今後の経営についての意見提出

令和３年８月３日



津市上下水道事業経営審議会の概要

津市上下水道事業経営審議会条例

本市の上下水道事業等の円滑な経営を図るため、地方自治法（昭和22年法律第67号）
第138条の４第３項の規定に基づき、津市上下水道事業経営審議会（以下「審議会」とい
う。）を置く。

識見を有する者 ５名

上下水道事業等の受益者 ３名

公募による市民 ２名

計 １０名

審議会委員

【所掌事務】

審議会は、次に掲げる事項を調査審議し、市長に意見を述べる
ものとする。

・上下水道事業等の基本計画の策定及び推進に関すること。

・上下水道事業等に係る料金及び使用料に関すること。

・上下水道事業等の経営戦略に関すること。

・その他市長が必要と認める事項に関すること。

上下水道事業管理者



経営審議会開催の経過

審議会委員委嘱式
第２次津市水道事業基本計画 （H30～R9の10年間） の解説
老朽管の更新、施設の耐震化の必要性、財政シミュレーション

水道事業の経営状況、他事業体 （県内１３市、類似７事業体）との料金比較
今後の水道料金収入の見込み、これまでの経営改善・経営努力、
各種経営指標による分析など

水道事業の経営シミュレーション
５０年先までのアセットマネジメントを見た上での経営方針

水道料金の設定の考え方
計画期間内の総括原価に見合う、適正な料金設定が必要
理想的な収入と現状の乖離

水道料金の設定の考え方
料金改定の必要性、必要な改定率

第１回審議会
令和２年１０月２日

第２回審議会
令和３年３月２６日

第３回審議会
令和３年４月２２日

第４回審議会
令和３年６月２９日

取水施設・浄水施設の現状を視察令和３年７月１５日

第５回審議会
令和３年７月１６日

上下水道事業管理者



水道事業の状況

①他の事業体と比較して安価な料金で経営してきたが・・・

県内１４市で比較すると （平均２，８１２円）
全国の類似８事業体で比較すると （平均３，４６７円）

③基本料金と従量料金の比率

固定経費は基本料金で、水量で変動する費用は従量料金で
安定経営を持続するための 理想的な比率は ４０：６０

④公益優先（少量使用者に優しく）

小口径使用者には低廉な基本料金を設定
大口径・多量使用者に多くの負担を求めてきた
水需要のひっ迫を招かないよう、多くの事業体が従量料金の
逓増制を採用

４１４円安い！
１，０６９円安い！

津市は

２，３９８円

・使用量の多寡に関わらず単価は均一であるべき
・原価主義に基づく受益者の公平負担

※ 口径１３ｍｍの使用者が１ヶ月で２０㎥使った場合

県内１４市中３番目に
低額な料金で経営

※日本水道協会の水道料金算定要領

水道料金算定要領では

使用水量の多寡で収入が
変動する不安定な経営

②平成２０年４月の料金改定から１３年間据え置いてきて・・・

第２次津市水道事業基本計画期間中の老朽施設の更新など
に必要な費用が、総額で約２８％不足

津市は

２２：７８

いま２８％増額改定して、今後の６年間は改定せず
または

段階的に改定して総額を賄うなら、２８％を超える増額が必要

上下水道事業管理者



経営審議会で審議された改定案

改定方法を審議

Ａ
案
基本料金と従量料金の比率は現状（22：78）のまま、一律２８％
の改定

改定率を総額２８％とした上で、基本料金と従量料金の比率を
３０：７０に調整

改定率を総額２８％とした上で、比率を３０：７０に調整し、
１３～２５㎜の基本料金を重点的に改定

改定率を総額２８％とした上で、比率を３０：７０に調整し、さらに
１３～２５㎜の基本料金の改定率を高め、従量料金を均一単価
とする

Ｂ
案

Ｃ
案

Ｄ
案

上下水道事業管理者



経営審議会での意見

・人口減少に伴う収支の悪化はシミュレーションに織り込み済みであり、経費の節減・経営努力についても理解
できるので増額改定は仕方がない。

・様々な経営改善・経営努力を積み重ね、これまで値上げせずきたという経過があり、２８％上げざるを得ない。

・水道を安定的に供給させる、管路の改修を円滑に進めさせるという視点からやむを得ず２８％の改定を是として
進めていかざるを得ない。

・現行料金体系をベースに一律の改定であれば公平感があり妥当ではないか。

・一律の改定であれば公平感があるものの長期的に経営を見た場合は不安定。大口の契約解除、人口減少に
よる使用水量の減少によって経営が左右される懸念が残る。

・コロナ禍のいま値上げが必要かどうか慎重に考えるべきで、料金値上げ以外の方法で何とかならないのか。

・水道は公共のものであり、小口すなわち経済的弱者への配慮が最も重要である。

・２８％と一口で言うが約３０％である。約３０％の値上げは大きすぎるので、更なる経営努力を前提として、
上げ幅を抑えるべき。

料金改定に対する主な意見

水道料金の増額は避けられない状況であり、やむをえないが、増額の後には、
水道料金抑制のため、継続的な経営努力がますます重要である。

令和３年８月２日 意見書を受領

上下水道事業管理者



令和３年８月３日

「オンライン津まつり2021」
本日から申込受付スタート‼



オンライン津まつり２０２１の開催

コロナ禍により出演団体の演舞や演奏等の発
表の場がなくなり、出演団体の活動維持に支
障をきたしているため、津まつりの文化を未
来に継承。

津まつりを楽しみにしている市民に対し、津
まつりの楽しさを感じていただき、来年以降
の津まつりへの期待を高め、コロナ禍の閉塞
した空気を払拭。

津まつり実行委員会
中田会長



取組の内容

8月3日（火）～
8月30日（月）

津まつり公式HPで参加申込受付

10月9日（土）10：00～
10月30日（土）

津まつり公式HPで映像の配信

本日から申し込み受付‼

 内容
動画サイトYouTubeを用いた演舞・パフォーマンス動画の配信

 募集対象
よさこい、郷土芸能など
ジャンル、地域を問わず応募可能とし、過去の映像も応募可能
※過去の津まつりへの参加の有無は問いません。
※応募に関しては条件がございます。詳しくは参加要項にてご確認ください。

 スケジュール

津まつり実行委員会
中田会長



申込手順

津まつり公式HPにアクセスし、
『オンライン津まつり2021参加申し込みページ』よりお申し込みください。

参加申込受付締切日：８月３０日（月）

作成していただいた動画は、
各自YouTubeにアップロードしていただきます。

参加申し込みいただいた方には、後日参加者情報・動画情報の
登録ページのリンクをメールにてご連絡致します。

参加者のプロフィールや、公開された動画のリンク先（URL)を
『オンライン津まつり2021参加者情報登録ページ』より登録してください。

STEP２

STEP３

STEP４

STEP1

登録締切日：９月１５日（水）

津まつり実行委員会
中田会長



「オンライン津まつり2021」に関すること 安濃津よさこい組織委員会 TEL：059-234-8882

その他、津まつりに関すること 津まつり実行委員会（津市観光振興課） TEL：059-229-3234

お問い合せ

オンライン津まつり2021への
参加をお待ちしています！



令和３年８月３日

「久居まつり文化継承事業」で歴史を紹介



本年度中止となった久居まつり

グリーンフェスティバル（春まつり） ４月下旬 緑の風公園（久居駅東口）

久居花火大会（夏まつり） ８月第１土曜

本祭（秋まつり） １０月下旬 久居アルスプラザ

ひさい版仮装大笑（秋まつり） １０月下旬 久居アルスプラザ

久居まつりの名称 例年の時期 開催場所

陸上自衛隊
久居駐屯地グラウンド

久居まつり実行委員会
山松会長



「久居まつり文化継承事業」の内容

伝統ある久居まつりの文化・歴史の継承や
次年度以降の久居まつりへの賑わいを創出

久居文化協会の作品展も同時開催
（日本画、洋画、書道、写真など）

事業費 津市補助金１５８万円
（一般会計６月補正予算 久居まつり文化継承事業）

久居まつり実行委員会
山松会長

デジタルアーカイブの公開

（写真等のデジタルデータを久居まつり公式ＨＰで公開）

新たな取組

１
写真・パネル展示

（久居まつりの歴史、久居の歴史など）

新たな取組

２



①写真・パネル等の展示

久居まつりの歴史・久居の歴史などを写真・パネルを用いて
展示・紹介する

開催期間

概 要

開催場所 久居アルスプラザ

令和３年１０月２３日（土）１３時から１７時まで
令和３年１０月２４日（日）９時から１５時まで

久居まつり実行委員会
山松会長



②デジタルアーカイブの公開

久居まつり実行委員会のホームページにこれまでの久居
まつりの記録に係るデジタルアーカイブを構築する

概 要

誰でも昔の久居まつりや懐かしい久居の街並みに触れられるよう
デジタル化したデータを共有する

久居まつり実行委員会
山松会長

公開時期

公開内容 久居まつり実行委員会公式ホームページ上で、写真や動画
（動画サイトYouTubeのリンク先など）を随時更新していく

令和３年１２月を予定



久居まつり実行委員会
（久居総合支所 地域振興課）
〒514-1192
津市久居新町3006番地

ＴＥＬ：059-255-8846
ＦＡＸ：059-255-0960

問い合わせ先


	①新型コロナウイルス感染症対策　8月3日開催　津市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（第100回）開催結果
	会議資料（低）
	②差し替え【ワクチン室】44～30歳の予約開始日を決定
	③02_令和4年度県政に対する要望PP
	④上下水道経営審議会の意見0802
	⑤オンライン津まつり2021（市長レク後）
	⑥久居まつりの歴史公開



